
最高裁秘書第4173号

令和元年8月20日

林弘法律事務所

弁護士山中理司様

最高裁判所事務総長今崎幸

司法行政文書開示通知書

平成31年2月13日付け（同月15日受付，最高裁秘書第803号）で申出の

ありました司法行政文書の開示について，下記のとおり開示することとしましたの

で通知します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

穂積重遠裁判官の履歴書（片面で9枚）

2 開示しないこととした部分とその理由

1の文書には，個人識別情報（本籍地等）が記載されており，これらの情報は，

行政機関情報公開法第5条第1号に定める不開示情報に相当することから， これ
－－

らの情報が記載されている部分を開示しないこととした。

3 開示の実施方法

写しの送付

担当課秘書課（文書室）電話03 (3264) 5652 (直通）



斜ﾆ≠

ｧﾑき(〃
＝ぜ÷＝一言一毛句Uご~…唾二G
－－4■■旬一●■

･

■

●

腹
冨
皷
』

す

■

、

● I
ー

●

■輯

一
喝
一
一
『

①

星
霜
二
塁
風
緑
蝋
大
学
法
科
大
学
法
律
学
科
卒
業

画
三
三
二
任
蕊
京
帝
圏
大
学
溌
科
大
学
助
教
授 I
九
七
東
京
帝
圏
大
学
法
科
大
学
講
師
を
嘱
託
す

Ｆ
Ｅ
で
２
３
雫
．
ぐ
鈩
匙

§

●

●

「

‐

Ｉ

ｉ

凸

■穂
積
重
蓮

閲
治
十
六
年
四
月
十
一
日

羅
砿‘

’
●

ｙ
ｌ
ｐ

ｙ
３

1

熱

一

東
京
需
國
大
学
一

！

鰯諺●

窟
空
〆
孟
盈
呼

伽

》

●

幸

■

応

ｐ

ｐ

＝勺ー



司甲りゆ 一 宇 も
む

_霧 0

浬

旬

今

■

｡

･
｡

◆

●

●

●

◆

G
●

●

､ ■

． 1
■
■

､

●

◆

｡

■

色

■

●

p

」
1

｡

■

●

寺b

Q

q

画
｡

■

● ､
■

や

■

ワ

ロ

ザ

■

●

■い

む

白

日凸

◆ 4

●

■

●

｡

■

巳Q
■

●

△

●●

｜ ・・
*

｜
･

■

●

■

申

"

し

◆

ｰ

一

竺
潮
Ｉ
乢
叩
い
＆
■
３
８
凸
肥
ｇ
１
ｎ
旦
竹
３
吋
刈
咽
叩
Ⅵ
岨
１
１
，
″
日
臨
４
噸
’
，
，
伽
禰
‘
．
，
‘
．
’
伽
“
●
卿
叩
曝
’
’
２
ｒ
，
座
圃
蝿
心
一
心
，
胸
噸
’
，
‐
蝋
ｒ
砥
Ｒ
ｒ
ｌ
ふ
皿
四
、
蛎
伽
１
１
打
戦
セ
リ
リ
岫
郵
》
恥
幽
彌
魍
認
鳳
側
劉
馴
型
零
可
‐
，
膿
，
’
”
弧
蝿
伽
馴
’
●
ｒ
－
４
鰯
，
、
側
畷
、
風
剛
‐
刷
り

や

Ｌ』

大
正
八
四
一
宮
湖
政
正
の
結
果
東
京
帝
幽
大
学
敬
授

８
砿
１
１
‐
－
１
‐
咽
！
■
■
酬
側
削
剛
剛
脚
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅲ
旧
旧
旧
慨
胴
川
細
冊
晦

Ｆ
ｑ

八
セ
北
臨
時
法
制
審
戯
会
幹
豪
被
仰
付

君
啄

●天
《
一
雄
ロ
ｑ
ぶ
ず

町
ｊ
１
９
Ｅ
Ｌ
Ｆ
１
凱
財
瓜
ｒ
Ｌ
Ｉ
ｒ
４
ｌ
８
冊
Ｋ
刷
側
１
，
１
１
Ｊ
伽
“
心
酔
Ｆ
２
冊
腿
．
、
ｔ
５
凸
刊
ｉ
１
０
匹
ｐ
Ｈ
ｒ
ｚ
１
Ｉ
Ⅲ
‐
秘
肝
Ｉ
Ｉ
Ｊ
脚
１
曲
Ⅲ
５
尻
０
１
ｔ
側
臥
阿
郎
１
１
曲
鳳
凰
０
ｈ
万
、
Ｉ
０
１
１
ｆ
ｊ
Ｒ
Ｗ
１
Ｉ

九
一
・
鑑
理
学
講
座
担
任
民
法
第
四
講
座
分
寵
を
免
じ
民
法
篁
雲
座
担
任
法

理
学
欝
座
桑
担
を
命
ず
文
部
省

九
一
任
曜
京
帝
圏
犬
鱗
法
科
大
学
教
授

丸
一
一
鱗
理
学
講
座
蒙
担
登
免
ず

や
一
美
民
法
及
法
理
学
研
究
の
爲
澗
三
ケ
年
独
園
佛
遡
及
英
鬮
へ
留
学
を
命
ず

一
二
二
嬬
朝

の

七
二
口
幽
勢
院
統
計
購
習
会
講
師
を
暁
託
す

一

墜
溌
罰
⑨
蝿
瀦
懸
顎
蕊

民
法
第
四
講
座
分
担
及
法
理
学
講
座
分
担
を
命
ず

法
理
学
簿
座
分
担
を
免
じ
法
理
学
露
座
担
任
を
命
ず

１
１
４
０
４
０
４

『
○
日
■
■
、
“
Ｕ
０
０
■
■
●
●
。
０
－
■
■
？
。
Ｌ
《
■
■
１
．
弓
■
ｒ
■
●
△
■
９
句
Ｑ
ａ
Ｕ
Ｂ
ｑ
Ｃ
▲
■
画
■
二
口
■
■
■
岳
。
■
■
１
Ｕ
ロ
ロ
０
。
■
■
》
Ｐ
ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｏ
‐
Ｉ
Ｆ
■
・
■
”
《
■
○
の
■
９
．
Ｇ
ヶ
■
■
■
■
■
■
ワ
。
■
伊
■
各
■
口
■
０
・
も
■
▲
Ｕ
■
■
■
“
■
■
■
ヴ
■
■
■
日
■
＆
■
Ｇ
申
巳
。
■

ｑ

一

■

・

“

収
心
６
７
１
Ｊ
Ⅵ
駒
Ⅲ
個
阻
Ｈ
Ｊ
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｋ
８
Ｉ
ｌ
ｌ
凸
附
田
硫
Ｖ
品
卜
＃

内
閣

◆

４－

内
閣
一
鋪
毒
》
一

文
溌
省

｜

｜
’

■山■”ﾑ､■■一室一一』■■＝一一●一

蓬~~ー
一ﾛ■

ケ

毎…令、

■



1

Le
D

ヨ

■
▲

■ ご
●

■句 D ●

』

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

F

L

６
？
０
０
１
１
Ｊ
１
９

■
■
●
二
■
画
も
。
）
ロ
泊
『
．

大
正
一
つ
六
三
民
法
第
四
黙
座
・
分
担
を
命
ず

蓉
浄
錘
蹄
》
準
毒
蛾
議
誰
郷
諦
砕
窪

ｆ
ｆ
ｃ
４
ｒ
１
２
抑
Ｔ
Ｙ
１
Ｉ
ｆ
ｔ
Ｊ
ｈ
罵
珊
胤
朴
叩
胸
型
１
為
卿
胤
，
‐
僻
〃
恥
，
卿
ｖ
Ｉ
附
胤
ｆ
Ｊ
脇
廼
触
Ｈ
４
ふ
り
ｌ
厳
守
ｑ
ｉ
討
心
帥
淵
肚
珂
ｙ
１
ｌ
Ｊ
１
聯
・
’
１
１
便
Ｉ
間
他
山
何
邨
Ｎ
け
Ｈ
２
伽
厚
Ⅲ
り
り
も
９
１
岫
胴
血
膨
削
ｒ
凸
ｒ
ｆ
ｒ
Ｉ
０
ｌ
り
１
１
１
９
州
１
１
０
１

三
一
一
二
民
法
第
四
識
座
分
担
を
命
ず

ｐ
ｐ
ｑ

Ｕ

ｐ

寺■四
一
・
民
法
第
二
講
座
担
任
を
免
じ
民
法
第
一
露
座
担
任
を
命
ず

一
二
二
二
民
法
第
四
講
座
分
担
を
免
ず

G，

●

｡ ■

叩
頚
ナ
小
Ｆ
宮
箔
帥
心
吋
。
誤
お
１
凸
争
痴
舎
ｒ
銅
班
砂
地
巴
晦
》
小
皿
Ｆ
砺
謹
胴
眼
函
確
卿
醒
晦
泗
口
口
姫
肥
厚
ｍ
・
調
函
吋
呼
亜
輌
辨
雁
呪
哩
晦
霊
至
脆
順
心
岬
唯
里
犀
哩
干
咋
睡
酢
司
．

接
制
審
識
会
臨
時
委
員
披
仰
付
内
閣

■

●

口

●

凸 ■0

『

Illi I

■■

①

Ｃ
、

●
’
’
’
’
’
’
６
４
１
９
画
ｐ
０
。
△
■
０
．
日
Ⅱ
９
６
ｎ
Ｕ
Ｄ
伊
？
Ｌ
タ
ト
●
■
ｇ
Ｑ
６
８
ｊ
Ⅱ
Ⅱ
４
口
■

９
二
■
■
●
寺
ぐ
む
▲
■
Ｂ
■
●
△
ｑ
ｖ
Ｃ
■
１
■
●
ワ
。
■
■
凸
。
▲
■
■
．
む
ゅ
。
。
Ｄ
日
恒
－
３
画
叩
》
Ｄ
ｇ
０
０
０
ｂ
■
■
■
▼
Ｇ
ｐ
ｅ
・
ご
■
画
含
早
Ｑ
グ
ー
ご
●
■
△
■
昼
●
ｂ
１
ｑ
Ｏ
・
■
■
日
●
ｏ
の
ｒ
ｒ
ｐ
今
上
月
巳
■
■
■
咽
。
。

日
田
ｌ
４
ｒ
９
１
・
■
。
■
８ ■Ｇ■

●

■

中
１１】E、

rq

寺

● ■唾令

● e■

● 0 ■

■

■

!&i
1

;剛’ ●

｡

■ ■

■

q

●●

雛 文
部
省

文
部
省

文
部
省

文
部
省

●
凸

｡●
｡

･

■
■

。 ？

． §
■

"

■
■ ●

l.

咽
室
』
ば
声
』

蔽
黛

！
▲
１
８
０
．
■
１
，
０
〃
ｃ
り
■
０
日
日

0

凹

の



÷ 図

ｏ
９
ｆ
ｑ

●

時一～ーも舌一 一 一一一一一一一
●一 二 ● 二ー■一屯ー一一一＝-■

I 口早季・I■■わ 合 一= =

－－

一
昭
和
四
五
宣
二
勅
令
第
二
八
号
に
依
り
臨
時
法
制
審
灘
含
宣
制
廃
止
に
付
同
幹
事
は

一
‐
農

一一

一
《
三
一
一
八
臨
時
撰
鑓
審
蟻
会
臨
時
委
員
被
菟

１

日

Ⅱ

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

ｑ

■

日

■

、

■

Ｄ

ｐ

ｃ

Ⅱ

ｐ

■

■

●

■

Ⅱ

８

口

▲

Ｂ

■

ｒ

ロ

ロ
・
Ｉ
』
■
ｂ
１
０
“
ｑ
ｑ
口
創
『
風
■
Ｊ
１
舟
硯
削
訂
固
周
凹
凶
品
町
ｕ
品
川
釦
狸
Ⅲ
Ｈ
５
１
珂
雷
期
１
．
才
１
・
守
・
弼
歩
出
国
”
周
刷
Ｒ
ｈ
曽
卜
０
■
Ｅ
ｆ
ゴ
ビ

口
帥
此
且
□
■
Ⅱ
も
り
Ｌ
■
０
日
８
日
心
押

－－

睡
圃
八
ミ
ニ
８
甘
１
０
ノ

九
三
。
繕
帝
閣
大
学
注
学
翻
長

Ｆ
Ｍ
■
■
０
■
』
■
ロ
且
吟
血
尽
一
画
“
．
ｖ
’
，
，
八
ｕ
・
’
，
，
骸
’
，
心
配
醇
亭
●
仏
’
○
・
．
叫
呼
也
悶
心
門
ｗ
叩
切
酉
咽
柳
，
０
５
八
四
℃
Ｊ
巳
乃
一
回
狐
、
睡
配
醇
肥
仙
叩
、
ロ
ロ
刃
Ｊ
■
、
■
も
■
１
△
０
，
Ｆ
▲
■
、
■
■
ロ
ワ
ｂ
０
９
０
Ｂ
△
⑭
ｒ
ｍ
ｒ
０
。
“
“
』
唾
ず
い
Ｏ
ｚ
０
Ｒ
■
５
９
．
采
巴
二
■
▽
４

民
法
第
閏
鯵
盛
分
担
を
亜
ず

鷺鷺 I
国
司
■
且
侭

①

や
▲
Ⅱ
１
０
凸
■
１
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
■
Ⅱ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｂ
Ｏ
ｌ
Ｏ
６
０
Ｄ
●
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■

■

dq

■刺
W

､
9
曲

I
且且

ー

｜

｜
鞠

｜闇一一

1

1

判判

文
部
省
一

3

－

１

－●Ｐ一

一

一

一

■
０
６
●
■
■
■
Ｕ
▲
９

勺

ー一由一

e曽a▲. 昼→ －= 佐毛 ～



I
Ｉ
”
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｈ
側
ｉ
鍬
１
吋
‐
＃
執
Ｉ
響
Ｉ
輔
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
１
ｊ
耕
靴
§
Ｉ
刊
ｊ
可
ｉ
Ｉ

ｗ
形
一
‘

６

1

1

ｆ

戈剴四

二
一
・
依
願
東
京
帯
趨
大
学
法
学
部
長
を
滉
ず

･画

補
東
京
》
帝
燭
大
学
法
鏑
部
長

』
ロ
■

イ

文

－ 」
部
省

q

灘
■■■■■■■■■■■■■■■■■■ －－ 二戸凸一JPd-甲一 一一一凸守γ,▲心一一、▲ユ

ザg→● ｡ｰ官 一・■式面r
の 岬 ●■ー



鴬
一
Ｊ
１
１
Ｙ
ｊ
Ｖ
ｊ
ｉ
＃
Ｉ
ｆ
Ｉ
ｆ
ｆ
Ｉ
陸
ｉ
９
０
Ｉ
ｊ
ｆ
ｊ
Ｉ
ｊ
１

－

註
認
ヤ
ー
シ

、

ー

‐
‘
則
＃
！
’
〃
ｕ
ｈ
１
刊
７
（
ｒ
＆
，
ｊ
ｉ
Ｉ
陛
研
Ⅶ
４
＄
ｒ
、
‐
．
勺
瀞
何
‐
や
Ｉ
的
隼
‐
Ｉ
驚
令
ｗ
Ｊ
ｌ
殉
！
ｉ
即
叩
Ｗ
Ⅶ
Ｉ
、
‐
鍋
Ｉ
ザ
獅
挙
，
，
．
γ
１
，
１
１
州
僻
‘
‐
！
、
１
１

皿
嘩
心
侭
醗
駆
唾
緬
函
轆
蜘
砂
趣
感
辱
一
四
瞬
剖
、
画
ｑ
虹
唖
剣
い
ふ
甜
鋤
埋
緬
心
＆
冠
ｗ
寵
鋤
咽
唖
纈
租
晒
烟
産

翻
蕊
蕊
霧
登

ﾛ

鐘
一
○
帝
幽
学
士
院
規
程
第
二
篠
に
依
り
勅
旨
を
以
て
需
幽

二
二
や
補
蕊
京
需
幽
大
学
法
学
部
長

唖
幽
畑
泗
輻
石
和
甸
堀
掴
鋤
必
弘
麺
勺
口
四
罰
刺
脚
恥
和
咀
鋼
ｗ
叩
和
制
１
軋
仙
陛
緋
伽
測
似
Ｊ
鄙
諏
恒
心
踏
悪
頃
呼
皿
画
嘔
函
唾
盟
■
里
■
■
■
■

学
士
院
会
員
被
仰
付

第
二
部
部
属
を
命
ず

‐
ｉ
‐
Ⅷ
Ｉ
轍
‐
Ｉ
ｉ
０
，
‐
感
‐
‐
Ⅲ
１
１
１

ｔ
１
秒
昨
》
寺
謝
坪

と

凸

守

Ｉ
Ｉ
》
ず

臘
鬮
雛
晒
曝
鼬
魁
謝
簿
珪
葱
藤
遼
一
睡
糎
踊
趣
砿
射
爾
剛
鴨
掴
麺
増
悪

1

’
’
’
１
１
‘
‐
画
４
ｆ
ｔ
血
叩
’
何
Ｗ
Ⅲ
醐
悪
伽
甜
坐
認
血
剛

》

I

１
１

文
部
省

－

１
’

融
Ｌ
Ｐ
ｌ
Ｌ
■
■
■
Ｐ

‐

１

１

０

１

１

‐

１

１

１
…－…

一G一価.一合一－一一一一盲画二一“”・査伊
ケ

決 と
幸一 一 一 一一

、

I
ー

、一一と…?苧一・ ▲~ - 』a■＆少 二二且～争一一､畦一一-二一－一一L凸企一G句一ヴ■…垂一二』 一一寺



r溌瀦蝿額騨驚蕊譲灘灘蝿蕊

間

一一

一
丸
二
一
九
一
帝
剛
大
学
令
鏑
十
三
燦
に
依
り
勅
旨
を
以
て
東
京
帯
幽
犬
学
名
識
懲
技

'1

Ｉ
Ｉ
Ｊ
●
１
１
Ⅱ
１
列
’
１
↑
０
７
１
船
Ｉ
Ｉ
Ｊ
；
１
１
叩
ｒ
、
，
例
皿
‐

Ｉ

唾
考
今
去
辱

三
九
依
顧
硬
京
帝
画
大
学
法
学
部
長
を
兎
ず

九
三
二
仮
願
免
本
冨

第
二
部
部
属
を
命
ず

の
名
称
壷
授
く

竿
千
、
返
杢
〃
１
１

熟
‐
瓠
Ｌ
‐
‐
１
１
１
１
Ｍ
一
・
！
“
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｊ

錐
《
『
‐
錬
辨
靴
哨
‐

し
』
序
０
Ｆ
Ｇ
Ｉ

や

。

』

勺

文
部
省

庫
〃

ｖ
４
■
晒
屯

）

一テ DVや■､_二一色＝■一F●
口 一角今一口

~

今 ご毛

…姉凸設今復､…一
一

ｰ凸一

食

“軽

聯
需
卿
柵

識

》
》
》
》
》
》
澱
溌
獅

鐡
輔輔
轆

灘
鵜

庶
唾
潮
，
』
戯
副
配
一
薦
曇
ひ
覗
き



I

溺
睡
蛯
積
斡
醇

一

蕊
三
廃
宮
内
賓
冨
制
定
宮
内
府
法

八
一
＠
任
東
宮
大
矢
繁
東
宮
侍
従
長

己

I
宮
内
府
蕊
務
宮
に
任
命
す
る

粟
富
大
乗
に
蕊
す
る

東
宮
侍
從
長
を
命
ず
る

国

制

今

寮
審
議
官
穆
如

麺

！
壷
＝
＝b

eｰ

■
ト
。
■
肌
刀
■
■

１Ｊ

奉
去
師
一
雲
二
部
蜀
司

＝

I

N 一見

＃
『
《

宮
内
府

唖

聡
謹
聴
一 鴬

超
‐

L= マ● 一軍一一心や 一ー甲壺切一の全主
和ロベ■一口←

■■一．鈩始 可

ひ

■

〃



I

IIK 11 11K鎖寵蒋燕鎧諒噺遵出娼や蝿
も ｡｡b ■ﾛGee◆F●毎勺f画OB･へ－－島勺やずけcｲﾘﾛ｡O ＝pいり●④ォ6

1IKJI !I" !&IJ
1

－ ’
1

全延一票馴"蝿鶴惑御｡域峨い造-鮭､、『篭I 製仙阜言､辱､W(=<11 句 甲

斐｡、／雲宍11､w--ぺ鎧雲宮蓉'1剖垂華
妙礎､輔雷）、望､兵､､ﾐｰ沸騰でき-：雪国-,-

曄 蝋一割

I

磯

､

軸

溌鰭蕊羅蕊蕊蕊蕊識溌蕊蕊蕊 ＝


